
●令和２年度は、これまで実施してきました「新大崎市民病院改革プラン」と、「大崎市病

院事業病院ビジョン」の計画最終年度となります。急激な人口減少や少子高齢化等の医療

を取り巻く環境が厳しいものとなる中で、持続可能な病院運営を行うため、病床再編や医療機能の見直し等に

取り組んできましたが、計画の集大成として最終年度を戦略的に事業展開するとともに、病院事業運営を推進

する予算を編成いたしました。

　収益的収支予算は、病院事業収益総額を 241 億 217 万円、病院事業費用総額を 240 億 6,238 万円とし、

3,979万円の黒字予算となりました。主な事業としては、住み慣れた地域での暮らしを支える体制づくりとして、

患者さんが円滑に在宅復帰できるよう、鹿島台分院、岩出山分院での地域包括ケア病床の運用に加え、鳴子温

泉分院にも地域包括ケア病床を設置し、田尻診療所ではかかりつけ医機能の拡充、本院では認知症センターを

新設し、認知症医療をどの地域でも等しく受けられるようにするとともに、健康管理センターでは引き続き健

診事業に取組みます。

　資本的収支予算は、収入総額を 26 億 4,590 万円、支出総額を 33 億 4,498 万円といたしました。令和３年６

月開院予定の鳴子温泉分院の建設や医療機器整備、本院の医療機器等を整備いたします。

　令和２年度診療報酬改定による厳しい財政状況が予測されますが、本院と分院、診療所の各施設がそれぞれ

の役割を十二分に果たし、病院理念であります「市民が安心できる医療の提供」を念頭に、引き続き健全経営

と地域医療の充実に努めてまいります。

資本的収入 　　　　　　　　資本的支出

収益的収入 収益的支出

【収益的収支】
　医療サービスの提供やこれに付随する事業など、１年間の経営活動によって生じた収益である「収益的収入」
と、これらの収益を生むために要した費用である「収益的支出」の差引額のことをいいます。１年間の病院の
経営成績を表し、収入が支出を上回れば「黒字」、下回れば ｢赤字 ｣となります。

【資本的収支】

　医療機器の購入や施設整備に要する費用である建設改良費や、医療機器購入などのために借り入れた企業債
の元金返済に要する支出である「資本的支出」から、資本的支出の財源となる企業債や一般会計からの補助金
である「資本的収入」を差し引いた額をいいます。
　資本的収支不足額は、収益的収支における現金の支出を伴わない費用（減価償却費や資産消耗費など）で企
業内部留保されている資金（損益勘定留保資金）などで補てんしています。

項  目 金  額

入院収益 123 億 5912 万円

外来収益 70 億 1942 万円

その他医業収益 8 億 3487 万円

一般会計繰入金 24 億 8210 万円

その他 14 億 0666 万円

計 241 億 0217 万円

項  目 金  額

企業債 19 億 7010 万円

一般会計繰入金 6 億 7580 万円

計 26 億 4590 万円

項  目 金  額

給与費 114 億 6143 万円

材料費 64 億 1468 万円

経費 38 億 4567 万円

減価償却費 17 億 8967 万円

その他 5 億 5093 万円

計 240 億 6238 万円

項  目 金  額

建設改良費 21 億 0543 万円

企業債償還金 12 億 1695 万円

その他 2260 万円

計 33 億 4498 万円

用語解説

　　病院事業会計予算の概要令和２年度

予算概要

問　経営企画課財政係 　２３- ３３１１　（内線３７０６）
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